
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な行事 

六ヶ所村立尾駮小学校  
令和４年度第９号  

令和５年２月３日（金） 

TEL 72-2016 

 
本校の除雪を担当する業者のご協力により、今年もグラウン

ドにそりやスキーができる大きな雪山斜面が作られています。

先月の積雪のおかげでコースが徐々に長くなり、昼休みにはそ

り遊びをする子供たちで賑わっています。まかどスキー場が営

業中止となっているため今年度はスキー教室には行けません

が、その分、「尾駮小ゲレンデ」でのスキー学習でそれぞれのレ

ベルに合わせた練習に取り組ませたいと思います。 

ＰＴＡ活動功労賞表彰 12/4 

財団奨励賞を受賞 

１ 水 

給食ミニ指導(１・２年) 

期末業務整理期間 

（全校５時間授業/～3/23） 

６ 月 読み聞かせ(森のくまさん) 

７ 火 
委員会活動(３～６年、最終) 

（３～６年は６時間授業） 

８ 水 ６年生を送る会、給食ミニ指導(３・４年) 

１４ 火 
式場準備(６校時 ５年) 

（５年生以外は５時間授業） 

１５ 水 給食ミニ指導(５・６年) 

１６ 木 卒業式予行(２・３校時) 

１８ 金 
第１０５回卒業証書授与式 

（４～６年参加/１～３年休業） 

２０ 月 交換休業日 

２１ 火 休業日(春分の日) 

２２ 水 給食ミニ指導(１・２年) 

２３ 木 修了式代表者練習 

２４ 金 
修了式・離任式 

（全校４時間授業、給食なし） 

 

名札着用の廃止について（令和５年度から） 
本校ではこれまで毎日名札を着用していましたが、４月から全学年

で廃止することになります。廃止の理由は、①個人情報保護による安

全確保のため（全国的な傾向）、②既に登下校で着用しておらず、校

内だけで着用する必要性が無くなってきていること、③経費に関わる

こと、などです。３月末まで着用した後は、改めて購入する必要はあり

ませんのでお知らせいたします。 

 

５年：雑巾を学校に寄贈 1/26 

六ヶ所村連合ＰＴＡ研究大会において今年度の功労賞の各賞の表

彰が行われました。今年度で 7年間の 

ＰＴＡ会長職が最後となる小泉益夫氏 

には教育長賞が送られました。その他 

の受賞者は以下のとおりです。 

【連合ＰＴＡ会長賞】 

澤頭真知子さん  菅原真希子さん 

山田 大子さん         ～おめでとうございます～ 

 

 

５年生の児童が、家庭科の運針の学習

を生かして縫った１１７枚の雑巾を、保健

室に寄贈してくれました。中には冬休み中

に作ってくれた子もいるとのこと。学校全体

のことを考える立派な６年生になりそうで

すね。ありがとうございます。 

２年生の中林あいさんが作った紙版画「おちな

いようにのぼったよ」が第５９回全国児童才能開

発コンテスト図画部門の財団奨励賞を受賞しまし

た。全国の小学２年生からの応募総数３２９４点

から選ばれた２０点の中に入ったとのことです。尾

駮小学校からの受賞は平成２９年以来５年ぶりの

快挙。すばらしいですね！おめでとうございます。 

なわとび交流会 

室内では毎日曲に合わせてなわとび運

動に取り組んでいます。なわとびカードを

使って「鉄人」めざして頑張っています。毎

週金曜日は上学年が下学年に跳び方を教

えたりするなわとび交流会です。マンツー

マンで教えてもらうので低学年の子もどん

どんマスタ 

ーしてにこ 

にこ笑顔で 

頑張ってい 

ます。 

                     校長 秋 戸 彩 史 

先週は今シーズン最強寒波が到来し、日常生活に影響を及ぼすような天 

気となりました。道路の見通しが悪くなっている中、保護者の皆様の登下 

校時の送迎や地域の皆様、関係機関による見守りのおかげで、子供たちは 

無事通学できていることに感謝申し上げます。 

さて、今回も始業式は動画視聴での実施となりました。「３学期は学年 

のまとめとして大切な時期であること。」「毎日毎日の努力が自分をつくって 

いくこと。」「努力する自分になってほしいこと。」「自分で立てためあてや計画 

の実行に、３学期も努力してほしいこと。」を話しました。 

あと２か月で今年度も終わり、新年度を迎え、子供たちは進学・進級します。学習の総まとめの時期に入り

ますので、これまで以上に１時間１時間の学習が重要になってきます。授業では意欲と集中力、家庭学習では

継続の有無が、学習内容の定着に大きな差を生みます。高学年は、この１年間を自己評価し、計画的な学習で

苦手教科や領域の克服に励み、低学年は、担任の先生の教えをしっかり聞き、復習に取り組むことが大切で

す。そして、その学年で学習したことはその学年のうちにしっかり身に付け、自信をもって新しい学年に進ん

でほしいと願っています。 

一人一人の児童が、自分の目標や取組を振り返り、自分たちの成長を感じると共に次年度に向かって新たな

課題をもって希望あふれる新年度を迎えられるよう職員一同努力していきます。 

末筆ではありますが、昨年の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。今後も、子供たちの健やかな成長

に向け、共通理解を図りながら、教育活動を進めてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 

 

 

～家庭教育の心得～ 

明治時代に生まれ、平成４年に ９７歳で亡くなった森信三という哲学者・教育者がいます。森さんは大学教授な

どを務めた方ですが、４０年以上前に、「親子教育叢書（おやこきょういくそうしょ）」（全６冊）を書かれています。その

中の一部を紹介した「家庭教育の心得２１ 母親のための人間学」という１冊の本がありますので紹介させていただきま

す。 

森信三さんは、心得２１か条の中でも、特に「躾の三か条」が大切と書いています。 

第一、 朝必ず親にあいさつをする子にすること。  

第二、 親に呼ばれたら必ず、「ハイ」とはっきり返事のできる子にすること。  

第三、 履物を脱いだら必ずそろえ、席を立ったら必ずイスを入れる子にすること。  

「家庭教育でこの躾の根本３つを徹底させれば、それで一応親の責任は済むとも言えましょう。」とまで書いています。 

一つ一つは、どの子どもでもできそうな簡単なことです。数日であれば、ご家庭でも３つともできる子にすることは可能

だと思います。しかし、これらを完全に習慣として身に付けさせるのは簡単ではないようです。「凡事徹底」の値打ちは、

他の人が真似できないくらい徹底して続けるという部分だと思っています。この３つが徹底してできる子どもは、大抵のこ

とができるようになると信じています。簡単ではありませんが、決して不可能ではありません。子どもは親の背中を見て育つ

と言います。継続させるポイントは、大人が見本を見せることだと思います。 

 


